
 

【
解
題
】

本
稿
は
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
～
一
九
一
三
）『
支
那
游
記
』
の
註
解
で
あ
る
。

昭
和
十
年
、
聖
文
閣
『
岡
倉
天
心
全
集
（
全
三
巻
）』（
岡
倉
一
雄
編
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
三
年
、
孫
の
岡
倉
古
志
郎
氏
が
天
心
の
遺
品
か
ら
二
冊
の

ノ
ー
ト
を
発
見
、
一
冊
は
『
支
那
游
記
』、
他
の
一
冊
は
未
発
表
の
『
東
洋
の
目
覚

め
』
で
、
こ
の
二
点
が
昭
和
十
三
年
七
月
『
理
想
の
再
建
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
『
支
那
游
記
』
は
、
生
前
発
表
さ
れ
た
『
支
那
の
美
術
』
の
元
と
な
っ
た

も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
版
本
は
『
理
想
の
再
建
』
に
収
録
さ
れ
た
『
支
那

游
記
』
で
あ
る
。

『
支
那
游
記
』
は
「
北
京
よ
り
開
封
ま
で
」、「
桟
雲
一
片
」、「
江
邊
人
河
邊
人
」、

「
第
二
第
三
の
所
感
」、「
開
封
よ
り
（
消
息
）」、「
支
那
客
游
中
の
吟
詠
」
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
近
代
日
本
の
知
識
人
の
中
国
観
を
知
る
た
め
に
、
大
学
院
の
授
業
で
テ

キ
ス
ト
と
し
て
『
支
那
游
記
』
を
使
用
し
て
き
た
が
、
百
二
十
数
年
前
の
文
章
は
些

か
難
解
で
あ
り
、
こ
こ
に
註
解
を
加
え
た
も
の
が
本
稿
で
あ
る
。

東
京
美
術
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
天
心
の
中
国
行
は
宮
内
省
の
命
で
、
明
治

二
十
六
年
七
月
か
ら
十
二
月
に
わ
た
っ
て
中
国
大
陸
を
踏
破
し
た
。
中
国
美
術
の
実

地
調
査
が
主
た
る
目
的
で
、
中
国
語
と
写
真
技
術
を
学
生
の
早
崎
稉
吉
に
習
得
さ
せ

助
手
と
し
て
帯
同
し
た
（
こ
の
記
録
写
真
は
『
清
朝
末
期
の
光
景
』
東
京
国
立
博
物

館

二
〇
一
〇
年
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。

明
治
二
十
七
年
二
月
、
天
心
は
東
邦
協
会
（
明
治
二
十
四
年
創
立
の
亜
細
亜
太
平

洋
地
域
研
究
団
体
）
に
お
い
て
帰
朝
報
告
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
講
演
し
た
。
そ
の

講
演
速
記
が
「
支
那
の
美
術
」
と
し
て
同
協
会
報
告
集
に
掲
載
さ
れ
、『
支
那
游
記
』

と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
原
文
に
依
っ
た
。
ま
た
原
文
に
必

要
と
思
わ
れ
る
ル
ビ
を
附
し
た
。

 

【
本
編
】

北
京
よ
り
開
封
迄

明
治
二
十
六
年
の
夏
期
よ
り
冬
期
に
亙わ
た

り
約
五
ケ
月
間
、
天
心
が
宮
内
省
の
命
を

帶
び
、
支
那
に
漫
游
せ
し
折
の
紀
行
に
し
て
、
當
時
の
清
国
の
首
都
北
京
よ
り
保

定
、
邯か
ん
た
ん鄲
を
經
て
開
封
に
至
り
、
そ
こ
よ
り
今
の
隴ろ
う

海か
い

線せ
ん

を
西
し
て
洛
陽
西
安
を

經
、
棧
道
を
以
っ
て
名
高
き
蜀
道
の
險
を
涉
り
、
遂
に
最
終
の
目
的
地
成
都
に
至
り

し
時
の
記
述
な
り
。
原
文
は
半
ば
は
講
演
筆
記
な
れ
ど
も
、
天
心
が
加
筆
の
跡
歴
然

た
る
も
の
あ
り
。
當
時
の
「
太
陽
」
に
掲
載
せ
し
棧
雲
一
片
と
併
せ
て
編
纂
せ
り
。

『
支
那
游
記
』
註
解
其
の
一
：
北
京
よ
り
開
封
ま
で
／
桟
雲
一
片

齋

藤

匡

史
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（
編
者
）
※
「
編
者
」
―
岡
倉
古
志
郎

今
囘
、
旅
行
の
目
的
は
、
支
那
の
美
術
品
を
探
る
に
在
り
し
が
拙
生
首
と
し
て

以も
っ
て
な
す
べ爲
く
、
此
目
的
を
達
す
る
の
要
、
且
つ
便
宜
な
る
者
は
、
蓋
し
舊
帝
京
、
古
都

城
の
墟
迹
に
就
き
て
以
て
、
其
の
遺
跡
を
探
尋
す
る
に
如
く
は
莫な

き
な
ら
む
と
。』

又
以お
も
う為
ら
く
長
髮
賊
亂
［
一
］

の
被
及
せ
ざ
り
し
四
川
省
地
方
に
到
ら
ば
、
蓋け
だ

し
美
術

品
に
遭
遇
す
る
こ
と
得
べ
き
な
ら
む
と
。』
故
に
先
づ
長
安
及
び
成
都
府
を
目
的
と

し
て
、
支
那
内
地
に
旅
行
し
た
り
。（
日
本
よ
り
支
那
北
京
に
往
く
道
程
は
旣
に
諸
君
の
熟
悉

せ
る
所
な
る
を
以
て
今
敢
て
茲
に
贅ぜ
い
ち
ん陳
せ
ず
）［
二
］

【
註
】

 

［
一
］
洪
秀
全
、
太
平
天
国
の
乱
（
一
八
五
一
～
一
八
六
四
）。

 

［
二
］
一
九
八
七
年
（
明
治
十
一
）、
旅
券
法
が
制
定
さ
れ
る
も
明
治
後
期
ま
で
、
日
中
間
の
往
来

に
多
く
は
旅
券
不
携
帯
で
あ
っ
た
。
但
し
、
中
国
国
内
の
外
国
人
の
旅
行
等
に
は
、
清
国
外

務
部
の
「
護
証
」
と
呼
ば
れ
る
通
行
証
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
は
、

日
中
間
に
相
互
旅
券
携
帯
免
除
の
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
日
中
間
に
は
一
八
六
九
年
に
米
国

太
平
洋
汽
船
が
、
神
戸
・
長
崎
―
上
海
航
路
を
開
設
、
一
八
七
五
年
に
三
菱
汽
船
が
、
横
浜

―
上
海
間
（
月
二
便
）
を
開
設
、
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
）、
日
本
郵
船
が
神
戸
―
天
津

航
路
を
開
設
、
天
心
は
天
津
航
路
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

抑も
っ
と

も
北
京
よ
り
長
安
、
卽
ち
今
の
西
安
府
に
赴
く
の
道
路
は
、
左
右
兩
線
あ
り
、

其
右
な
る
者
を
山
西
路
と
云
ひ
、
其
左
な
る
者
を
河
南
路
と
云
ふ
、
此
兩
路
共
に
美

術
品
に
富
め
る
も
の
な
る
が
、
就な
か
ん
づ
く中
、
河
南
路
は
卽
ち
古
洛
陽
の
舊
都
を
經
由
す

る
者
な
る
を
以
て
、
乃
ち
途
を
河
南
に
取
り
、
陝せ
ん
せ
い
し
ょ
う

西
省
を
橫
貫
し
て
、
四
川
に
赴

き
、
成
都
府
に
入
り
、
而
し
て
其
歸
途
、
錦
江
を
下
り
、
叙
州
に
出
て
、
大
江
の
流

れ
に
從
て
、
上
海
に
達
し
、
是
れ
よ
り
皇
國
に
歸
朝
せ
り
、
其
往
復
途
上
の
風
景
事

物
、
或
は
以
て
諸
君
の
聽
感
を
慰
む
る
に
足
り
る
者
無
き
非
る
べ
く
、
故
に
其
概
略

を
左
に
話
せ
む
。

北
京
を
出
で
て
、
西
の
方
長
安
を
向
ふ
者
は
、
先
つ
廣こ
う

寧ね
い
も
ん門
［
一
］

を
出
つ
、
乃
ち

天
寧
寺
古
塔
［
二
］

を
望
み
、
白
雲
觀
［
三
］

を
過
ぎ
蘆
溝
橋
［
四
］

を
渡
る
、
涿た
く
し
ゅ
う州
［
五
］

に

至
れ
は
、
則
燕え
ん

京け
い

の
風
塵
旣
に
遠
ざ
か
り
、
四
顧
始
め
て
支
那
内
地
の
風
趣
を
具

へ
、
此
身
は
恍
と
し
て
、
第
十
九
世
紀
の
外
に
在
り
、
古
亞
細
亞
州
の
客
と
爲
れ

り
、
是
よ
り
到
る
處
、
滿
眼
平
原
、
一
望
千
里
大
行
の
山
脈
遙
か
に
行
人
を

り
來

る
、
翠
黛
天
に
際
し
、
茫
模
と
し
て
遠
く
低
る
る
を
見
る
の
み
。
時
方
さ
に
八
月
、

四
面
陸
田
、
蜀し
ょ
く

黍し
ょ

と
高こ
う
り
ゃ
ん粱
と
共
に
暢ち
ょ
う
も茂
し
て
人
よ
り
高
し
、
行
人
は
朝あ
し
た

に
高
粱

を
出
て
ゝ
、
夕
に
高
粱
に
宿
す
、
連
日
の
行
程
、
唯
是
一
樣
光
景
に
し
て
毫す
こ
し

も
他

の
變
化
無
し
。
為
に
人
を
し
て
倦け
ん
ぱ
い憊
せ
し
む
。
加
ふ
る
に
、
其
衜
泥
濘
、
雨
降
れ
ば

則
車
輪
半
は
沒
す
。
其
困
難
知
る
べ
し
。

然
れ
ど
も
、
如
あ
た
か
も

是こ
れ

平
凡
連
日
一
樣
光
景
の
衜
路
と
雖
も
、
吾
人
探
古
の
客
に
在

り
て
は
、
則
亦
自
ら
無
量
の
雅
趣
を
感
ず
る
者
あ
り
。
其
故
他
無
し
、
此
間
過
る
所

の
地
は
、
一
水
一
丘
、
物
と
し
て
古
代
の
遺
跡
な
ら
さ
る
者
無
け
れ
ば
也
、
墳
墓
あ

ら
む
乎や

、
則
是
れ
往お
う
じ
ゃ
く昔
英
雄
豪
傑
の
骨
を
埋
め
し
處
、
荒
原
あ
ら
む
乎
、
則
是
れ

誰
氏
の
古
戰
場
。
蕭
々
た
る
晨
風
吹
く
處
、
渡
る
者
は
卽
ち
易
水
［
六
］

の
流
れ
也
、

徐
家
橋
畔
、
楊
柳
數
株
、
其
中
に
一
靑
石
標
あ
り
、
蒼
苔
を
掃
て
之
を
讀
め
は
則
是

れ
劉
伶
伯
倫
［
七
］

の
墓
に
て
あ
り
し
、
此
の
如
く
到
る
處
の
風
物
一
と
し
て
古
い
に
し
へ

の

字
…
…
卽
ち
古
と
云
へ
る
文
字
に
屬
す
る
所
の
深
味
を
帶
は
さ
る
者
は
、
殆
と
之
無

し
。』
保
定
府
は
古
の
趙
の
地
、
望
都
縣
は
、
帝
堯ぎ
ょ
う

生
誕
の
地
［
八
］
な
り
と
云
ふ
。（
堯

の
生
誕
に
就
き
て
は
支
那
古
來
諸
說
あ
り
、
孰い
づ

れ
が
是ぜ

な
る
を
知
ら
ず
、
今
姑し
ば
ら

く
其
土
人
の
傳
說

に
依
る
）
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【
註
】

 
［
一
］
廣
寧
門
（
廣
安
門
）：
北
京
外
城
五
門
の
一
。
五
門
と
は
、
東
側
か
ら
廣
渠
門
、
左
安
門
、

永
定
門
、
右
安
門
、
廣
寧
門
。
内
城
に
は
北
東
か
ら
南
へ
、
安
定
門
、
東
直
門
、
朝
陽
門
、

（
建
国
門-

民
国
期
）、
崇
文
門
、
正
陽
門
（
前
門
）、
宣
武
門
、（
復
興
門-

民
国
期
）、
阜
城
門
、

西
直
門
、
徳
勝
門
。
皇
城
に
は
、
東
便
門
、
承
天
門
（
天
安
門
）、
西
便
門
が
あ
っ
た
。

 

［
二
］
天
寧
寺
古
塔
：
創
建
は
四
七
一
年
。
創
建
時
は
光
林
寺
と
称
し
た
。
そ
の
後
、
一
四
三
五
年

に
天
寧
寺
と
改
名
。
古
塔
は
遼
代
十
二
世
紀
の
建
造
、
十
三
層
密
檐
式
、
高
さ
五
十
七
．
八

米
。
北
京
に
現
存
す
る
古
代
建
築
の
中
で
最
古
と
さ
れ
る
。

 

［
三
］
白
雲
觀
：
北
京
西
便
門
外
に
あ
る
唐
代
か
ら
続
く
道
観
（
道
教
寺
院
）。

 

［
四
］
蘆
溝
橋
：
北
京
南
西
、
永
定
河
（
蘆
溝
河
）
に
か
か
る
石
橋
、
金
代
に
建
造
さ
れ
、
全
長

二
百
六
十
六
・
五
米
、
十
一
の
ア
ー
チ
を
持
つ
。
欄
干
に
五
百
一
基
の
獅
子
彫
像
が
あ
る
。

清
朝
乾
隆
帝
の
筆
と
さ
れ
る
「
盧
溝
暁
月
」
の
石
碑
あ
り
。
一
九
三
七
年
日
中
戦
争
の
発
端

と
な
っ
た
地
。

 

［
五
］
涿
州
（
た
く
し
ゅ
う
）：
河
北
省
保
定
市
北
部
の
県
級
市
、
秦
代
に
涿
県
が
置
か
れ
た
。

 

［
六
］
易
水
（
え
き
す
い
）：「
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒 

壮
士
一
去
兮
不
復
還
」
荊
軻
（『
史
記
』）、
解
：「
風

蕭
々
と
し
て
易
水
寒
し
。
壮
士
ひ
と
た
び
去
っ
て
復ま

た
還
ら
ず
」、『
易
水

別
』
駱
賓
王
、

「
此
地
別
燕
丹
、
壯
士
髮
衝
冠
、
昔
時
人
已
沒
、
今
日
水
猶
寒
。」
解
：「
此
の
地

燕
丹
に

別
る

壯
士

髮

冠
を
衝つ

く

昔
時

人
已
に
沒
し

今
日

水
猶
寒
し
」。
戦
国
時
代

の
末
、
燕
の
太
子
丹
は
、
燕
の
隣
国
趙
を
滅
し
た
秦
王
政
を
恨
み
刺
客
荊
軻
を
送
る
。
此
の

地
で
往
時
燕
の
太
子
と
別
れ
る
時
、
壮
士
荊
軻
の
髪
は
慷
慨
の
あ
ま
り
、
冠
を
衝
き
上
げ
ん

ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
人
々
は
も
は
や
跡
形
も
無
い
が
、
今
日
尚
易
水
は
昔
の
ま
ま

寒
々
と
流
れ
て
い
る
。

 

［
七
］
劉
伶
伯
倫
：
劉
伯
倫
、
三
国
（
魏
呉
蜀
）
時
代
、
竹
林
の
七
賢
人
の
一
。

 

［
八
］
望
都
縣
は
、
帝
堯
生
誕
の
地
：
保
定
市
の
県
、
中
国
神
話
の
皇
帝
（『
史
記
』「
五
帝
本
紀
」）。

是
よ
り
南
し
て
、
滹こ

だ沱
河
［
一
］

に
至
り
、
山
西
路
と
左
右
に
分
岐
し
、
左
し
て

邯か
ん
た
ん鄲
縣
［
二
］

に
出
つ
、
邯
鄲
は
趙
の
古
都
、
古
昔
壯
麗
を
以
て
聞
へ
た
り
し
な
ら
む

も
、
今
は
則
零
落
し
て
、
一
小
縣
城
た
る
に
過
ぎ
ず
。
邯
鄲
縣
城
の
近
傍
に
黃
梁
店

な
る
遺
跡
あ
り
、
世
俗
に
傳
ふ
る
盧
生
の
所
謂
黃
梁
一
睡
の
處
［
三
］

と
做な

し
、
盧
生

を
祭
れ
る
一
堂
宇
あ
り
、
堂
内
に
は
、
蠟
石
を
以
て
彫
刻
せ
る
盧
生
の
臥
像
を
安
置

す
。
是
よ
り
彰
德
府
［
四
］

に
出
つ
、
府
は
、
漳
河
の
畔
に
在
り
、
曹
孟
德
七
十
二
疑

塚
［
五
］

亦
近
傍
に
在
り
と
云
ふ
、
銅
雀
臺
［
六
］

今
は
荒
殘
を
極
め
、
往
昔
の
影
だ
も
無

し
と
云
ふ
。』
湯
陰
縣
［
七
］

に
出
つ
、
卽
岳
飛
［
八
］

の
故
里
に
し
て
、
其
祠
宇
儼
然
と

し
て
存
立
し
、
祠
前
に
は
捕
縛
せ
ら
れ
た
る
罪
囚
の
身
體
容
貌
を
鑄
造
し
た
る
鐵
像

數
個
あ
り
、
卽
ち
秦し
ん

檜か
い

等
奸
臣
の
像
に
し
て
、
此
祠
に
賽
す
る
者
は
、
必
ず
、
此
奸

臣
の
像
を
鞭
撻
し
、
或
は
罵
る
を
例
な
ら
は
し

と
為
せ
り
。
此
よ
り
衞
輝
府
［
九
］

に
逹
す
、

府
は
、
直
隸
省
［
十
］

の
最
南
端
に
し
て
、
黃
河
を
隔
て
、
河
南
省
に
隣
す
。
府
城
は
、

直
隸
最
南
界
の
要
鎮
な
る
を
以
て
、
頗
る
觀
る
べ
き
處
あ
り
。

【
註
】

 

［
一
］
滹
沱
河
（
こ
だ
が
わ
）：
山
西
省
北
部
か
ら
河
北
省
中
部
を
流
れ
る
河
川
で
、
海
河
水
系
の

支
流
。
河
北
省
の
省
都
石
家
荘
市
の
重
要
な
水
源
。

 

［
二
］
邯
鄲
縣
（
か
ん
た
ん
け
ん
）：
現
在
の
河
北
省
邯
鄲
市
。
戦
国
時
代
、
趙
の
首
府
。

 

［
三
］
盧
生
の
所
謂
黃
梁
一
睡
の
處
：「
盧
生
の
夢
」、
六
朝
『
捜
神
記
』、
唐
『
枕
中
記
』、『
南
柯

太
守
傳
』、
盧
生
が
出
世
し
て
か
ら
死
に
至
る
ま
で
を
夢
に
み
る
、
栄
枯
盛
衰
の
は
か
な
さ

を
言
う
。

 

［
四
］
彰
德
府
：
現
在
の
河
南
省
安
陽
市
。
京
廣
鉄
路
の
要
衝
。

 

［
五
］�

曹
孟
德
七
十
二
疑
塚
：
曹
孟
德
（
曹
操
）の
墓
に
関
し
て
、
唐
代
以
降
七
十
二
箇
所
の
説
が
あ
っ

た
が
、
二
〇
〇
九
年
河
南
省
文
物
局
の
発
掘
に
よ
り
安
陽
西
高
穴
二
号
墓
が
曹
操
の
墓
と
さ
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れ
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
国
家
文
物
局
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
。

 
［
六
］
銅
雀
臺
：
曹
操
が
魏
王
と
な
っ
た
際
、
西
暦
二
〇
一
年
、
漳
河
畔
の
鄴
（
ご
う
）
に
造
営
し

た
宮
殿
。
二
一
三
年
に
は
此
の
南
に
金
虎
台
を
造
営
、
翌
年
に
北
に
氷
井
台
を
造
営
し
、「
三

台
」
と
称
し
さ
れ
た
。

 

［
七
］
湯
陰
縣
：
河
南
省
安
陽
市
の
県
。
岳
飛
の
故
里
。

 

［
八
］
岳
飛
：
南
宋
の
武
将
、
一
一
二
二
年
北
宋
の
開
封
防
衛
軍
に
参
加
し
、
金
軍
と
闘
い
功
績
を

あ
げ
る
。
一
一
四
〇
年
南
宋
か
ら
開
封
奪
還
の
軍
を
率
い
て
金
軍
を
押
し
返
す
が
、
南
宋
の

奸
臣
秦
檜
に
陥
れ
ら
れ
殺
害
さ
れ
る
。
一
一
七
八
年
冤
罪
が
晴
れ
、
後
に
鄂
王
に
追
封
さ

れ
、
杭
州
西
湖
畔
に
岳
王
廟
が
建
立
さ
れ
英
雄
と
し
て
祭
ら
れ
る
。
そ
の
扁
額
に
「
還
我
山

河
」
と
記
さ
れ
る
。

 

［
九
］
衞
輝
府
：
現
河
南
省
新
郷
市
衞
輝
県
。
明
洪
武
年
間
、
衞
輝
府
が
置
か
れ
、
民
国
初
年
に
府

は
廃
止
。

 

［
十
］
直
隸
省
：
清
朝
の
行
政
区
画
（
北
直
隷
省
）。
中
華
民
国
初
期
ま
で
保
定
に
省
政
府
が
置
か

れ
た
が
、
南
京
遷
都
に
よ
り
廃
止
、
河
北
省
と
な
っ
た
。
京
師
に
直
接
隷
属
す
る
の
意
、
現

在
の
北
京
、
天
津
、
河
北
域
。

府
城
よ
り
南
し
て
、
韋
縣
を
經
、
北
城
岸
よ
り
黃
河
を
渡
る
、
黃
河
も
又
從
來
傳

聞
せ
る
所
に
似
ざ
る
一
小
流
に
し
て
濁
流
潺せ
ん
せ
ん々

の
聲お
と
［
一
］

を
聞
く
の
み
、
此
官
渡
を

越
れ
は
則
河
南
省
の
省
府
開
封
府
在
り
、
古
昔
趙
宋
八
代
の
都
せ
し
處
、
今
尚
ほ
河

南
の
要
鎮
た
る
を
以
て
、
頗
る
繁
盛
の
色
あ
り
、
美
術
品
古
物
も
亦
富
め
り
、
西
に

向
て
氾は
ん

水す
い

縣
［
三
］

に
出
て
虎
牢
關
［
四
］

を
越
ゆ
、
關
は
古
昔
の
要
害
地
に
し
て
、
今
尚

ほ
頗
る
嶮け
ん

阪は
ん

あ
り
。
關
西
は
洛
水
［
五
］

在
り
、
此
を
渡
れ
ば
、
古
昔
の
洛
陽
に
出
つ
、

先
つ
行
人
の
眼
に
入
る
者
は
、
佛
敎
が
始
め
て
東
漢
時
代
に
傳
來
せ
る
所
の
白
馬

寺
［
六
］

の
高
塔
也
、
然
れ
ど
も
、
河
南
府
卽
ち
古
洛
陽
の
遺
跡
は
、
滄
桑
陵
谷
［
七
］

の

變
遷
旣
に
久
し
く
し
て
、
昔
日
の
光
景
は
、
絕
へ
て
隻
影
を
だ
も
留
む
る
者
無
し
、

洵ま
こ
と

に
憐
む
べ
き
也
。』
…
…

黃
昏
北ほ
く
ぼ
う
さ
ん

邙
山
［
八
］

に
登
り
に
し
、
古
人
曾
て
『
山
上
只
聞
松
柏
聲
』［
九
］

の
句
あ
れ

ど
も
、
今
は
則
其
松
柏
だ
も
、
絕
へ
て
痕
迹
無
く
、
唯
荒
蕪
せ
る
小
峰
巒
を
見
る
あ

る
の
み
。』

此
よ
り
黄
河
の
南
岸
に
沿
ふ
て
、
西
行
す
れ
は
、
陝せ
ん
し
ゅ
う州
［
十
］

に
出
つ
、
往
昔
秦
始

皇
帝
が
、
鑄
た
る
所
の
十
二
の
金
人
［
十
一
］

中
、
其
二
體
が
殘
存
し
て
、
陝
州
に
在
る

と
云
へ
る
說
を
聞
き
た
る
故
に
、
之
を
尋
ね
て
見
た
る
に
、
豈あ
に

料は
か

ら
ん
や
、
從
來
世

に
傳
へ
た
る
陝
州
金
人
な
る
者
は
其
名
は
太
だ
高
し
と
雖
も
、
其
實
は
、
秦
皇
の
遺

物
に
非
ず
し
て
、
而
か
も
、
後
世
五
代
以
下
に
鑄
造
せ
ら
れ
た
る
鐵
像
の
み
な
ら
ん

と
は
。（
別
に
棧
雲
一
片
と
題
し
、
明
治
廿
七
年
の
春
雜
誌
太
陽
の
乞こ
う

に
任
せ
て
起
稿
せ
し
一
篇
あ

り
、
主
と
し
て
入
蜀
の
見
聞
を
記
せ
り
。
行
文
稍
簡
に
失
す
と
雖
も
雞け
い
き
ん
す

筋
棄
つ
る
能あ
た

は
ず
［
十
二
］、
仍か
さ
ね

て
此
處
に
錄
し
て
前
文
の
後
を
繼
ぐ
。）

【
註
】

 

［
一
］
濁
流
潺
々
の
聲
：
川
の
流
れ
る
さ
ま
。

 

［
二
］
氾
水
縣
（
は
ん
す
い
け
ん
）：
光
绪
三
十
年
（
一
九
〇
五
年
），
直
隷
州
に
属
す
。
一
九
一
三

年
豫
東
道
に
属
し
（
豫
東
道
は
翌
年
開
封
道
と
改
称
）、
一
九
四
八
年
、
廣
武
県
と
合
併
し

成
皋
県
と
な
る
。

 

［
三
］
虎
牢
關
：
汜
水
関
と
も
よ
ば
れ
、
現
在
の
河
南
省
滎
陽
（
け
い
よ
う
）
市
汜
水
鎮
に
あ
る
。

洛
陽
東
部
の
重
要
な
関
所
。
南
は
嵩
山
に
連
な
り
、
北
は
黄
河
に
面
し
た
天
然
の
要
害
。

 

［
四
］
洛
水
：
洛
河
の
古
名
で
、
黄
河
の
支
流
。
陝
西
省
洛
南
県
に
発
し
、
全
長
四
二
〇
粁
。

 

［
五
］
白
馬
寺
：
中
国
最
古
の
仏
教
寺
院
と
さ
れ
、
北
魏
時
代
に
後
漢
の
明
帝
が
建
立
し
た
寺
と
伝

え
ら
れ
る
。
洛
陽
市
の
西
に
あ
る
。

 

［
六
］
滄
桑
陵
谷
：
丘
陵
が
山
谷
に
変
わ
り
、
山
谷
が
丘
陵
に
変
わ
る
。
世
の
移
り
変
わ
り
の
激
し
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い
こ
と
を
言
う
。「
滄
海
桑
田
」
と
同
義
。

 
［
七
］
北
邙
山
（
ほ
く
ぼ
う
ざ
ん
）：
洛
陽
の
東
北
に
あ
り
、
後
漢
以
降
、
王
侯
貴
族
の
陵
墓
が
置

か
れ
た
。「
北
邙
」
は
転
じ
て
墓
を
意
味
す
る
。

 

［
八
］『
山
上
只
聞
松
柏
聲
』：（
さ
ん
じ
ょ
う 

た
だ 

し
ょ
う
は
く
の
お
と 

き
こ
ゆ
る
の
み
）「
邙
山
」

唐 

沈
佺
期
「
北
邙
山
上
列
墳
塋
、
萬
古
千
秋
對
洛
城
。
城
中
日
夕
歌
鐘
起
、
山
上
唯
聞
松

柏
聲
。」
解
：
北
邙
山
上
墳
塋
列
つ
ら
な
り
、
萬
古
千
秋
洛
城
に
對
す
。
城
中
日
夕
歌
鐘
起

こ
る
も
、
山
上
唯
だ
聞
く
松
柏
の
聲
。

 

［
九
］
陝
州
（
せ
ん
し
ゅ
う
）：
現
在
の
三
門
峡
市
。

 

［
十
］
秦
始
皇
帝
が
、
鑄
た
る
所
の
十
二
の
金
人
（
陝
州
金
人
）：
秦
が
六
国
を
滅
ぼ
し
た
後
、
鹵

獲
し
た
武
器
で
鋳
た
青
銅
の
立
人
像
。

 

［
十
一
］�

雞
筋
棄
つ
る
能
は
ず
：「
雞
筋
」
ニ
ワ
ト
リ
の
肋
骨
。
そ
れ
ほ
ど
価
値
の
な
い
も
の
で
も

捨
て
る
の
は
惜
し
い
の
例
え
。

棧
雲
一
片

蜀
中
の
山
水
を
記
す
も
の
遠
く
し
て
は
入
蜀
記
［
一
］、
近
く
は
井
々
居
士
が
棧
雲

峽
雨
日
記
［
二
］

あ
り
。
周
到
詳
密
、
以
て
加
ふ
る
蔑な

し
。
余
が
一
夕
の
談
た
ゞ
豹
の

一
斑
を
窺
ふ
べ
き
に
過
き
ず
。
題
し
て
棧
雲
一
片
と
い
ふ
所
以
な
り
。

世
人
皆
な
蜀
衜
の
至
險
絕
奇
天
下
に
冠
絕
す
る
を
說
く
。
李
白
が
蜀
衜
難
に
『
噫

吁
嚱
危
乎
高
哉
。
蜀
衜
之
難
難
レ

於
上
二

青
天
一

。』［
三
］

と
い
へ
り
。
一
た
び
蜀
中
に

入
る
に
及
び
て
其
然
ら
ざ
る
を
知
る
。
蓋
し
河
東
陝
西
一
帶
の
平へ
い
こ
う曠
に
馴
れ
し
眼
を

以
て
蜀
中
を
觀
ば
其
險
絕
に
驚
く
べ
き
も
の
あ
り
し
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
蜀
衜
は
事
實

に
於
て
左
程
る
に
あ
ら
ず
。
加
ふ
る
に
歷
代
の
重
脩
工
事
あ
り
。
殊
に
乾
隆
中
賈
中

丞
が
爆
裂
藥
を
以
て
衜
路
を
切
開
脩
繕
せ
る
あ
り
［
四
］。
卽
ち
衜
路
の
如
き
、
固
よ

り
車
を
通
ず
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
輿
に
乘
じ
て
通
過
す
る
を
妨
け
ず
。
騾
馬
を
交
互

せ
し
む
る
こ
と
も
亦
容
易
な
り
。
余
を
以
て
之
れ
を
觀
る
に
、
我
國
金
洞
妙
義
［
五
］

の
勝
、
之
を
大
に
す
れ
ば
、
遠
く
蜀
中
に
駕
し
て
上
る
べ
し
。
た
ゞ
局
面
狹
小
未
だ

天
下
に
誇
る
に
足
ら
ざ
る
を
恨
む
。
冒
頭
一
喝
敢
て
國
粹
保
存
と
い
う
に
あ
ら
ず
。

【
註
】

 

［
一
］
入
蜀
記
：
南
宋
の
陸
游
が
記
し
た
紀
行
。
紹
興
か
ら
赴
任
地
四
川
へ
の
旅
を
綴
っ
た
も
の
、

一
一
七
〇
年
。

 

［
二
］
棧
雲
峽
雨
日
記
：
明
治
期
の
外
交
官
、
漢
学
者
、
竹
添
進
一
郎
著
、
一
八
八
〇
年
（
明
治

十
二
年
）
刊
。
他
に
『
井
々
居
士
讀
世
界
之
變
局
詩
』（
自
筆
本
）
あ
り
。

 

［
三
］「
噫あ

あ
吁
嚱

危あ
や
ふ

き
乎か
な

高
き
哉か
な

蜀
衜
の
難か
た

き
は

青
天
に
上
る
よ
り
も
難か
た

し
」（
李
白
『
蜀

衜
難
』）。

 

［
四
］
乾
隆
中
賈
中
丞
が
爆
裂
藥
を
以
て
衜
路
を
切
開
脩
繕
せ
る
あ
り
：
清
朝
乾
隆
年
間
、
賈
巡
撫

（
中
丞
は
尊
称
）
が
命
じ
た
道
路
拡
張
工
事
。
巡
撫
は
一
省
の
軍
政
、
民
政
を
司
る
地
方
官
。

 

［
五
］
金
洞
妙
義
：
群
馬
県
南
西
部
の
連
山
、
妙
義
山
は
金
洞
山
、
金
鶏
山
、
白
雲
山
の
三
峰
を
い

う
。

之
よ
り
少
し
く
蜀
中
の
游
を
記
す
べ
し
。

黃
河
に
沿
ふ
て
靈
寶
縣
凾
谷
關
［
一
］

に
入
る
。
兩
岸
絕
壁
峭
立
し
、
車
は
軌
を
竝な
ら

ぶ
る
を
得
ず
。
昔
日
の
險
岨
以
て
想
ふ
べ
し
。
凾
谷
關
を
過
ぎ
て
又
潼
關
［
二
］

を
出

づ
。
亦
要
害
の
地
、
今
尚
ほ
關
門
を
三
重
に
し
て
行
人
の
出
入
を
點
檢
す
。
潼
關
を

經
て
萃
岳
廟
［
三
］

に
至
れ
ば
、
五
岳
の
一
な
る
華
山
［
四
］

を
望
む
を
得
べ
し
。
山
太
だ

高
か
ら
ず
。
從
來
書
籍
に
記
し
た
る
と
大
に
異
な
れ
り
。
華
岳
廟
［
五
］

の
傍
に
は
老

子
曾
て
靑
牛
を
繫
ぎ
し
と
い
へ
る
樹
木
［
六
］

あ
り
。

驪
山
［
七
］

を
徑
、
渭
水
灞
橋
［
八
］

を
過
ぎ
て
西
安
府
（
古
の
長
安
）
に
出
づ
。
今
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は
陝
西
省
の
首
府
た
り
と
雖
も
、
零
落
衰
殘
、
ま
た
昔
日
の
盛
を
想
見
す
べ
か
ら

ず
。
府
內
に
慈
雲
寺
［
九
］

あ
り
。
其
大
雁
塔
は
裝
飾
頗
る
剝
落
し
た
れ
ど
、
尚
ほ
游

人
の
一
顧
の
値
す
べ
し
。
慈
雲
寺
は
昔
し
宴
を
進
士
に
賜
ひ
し
處
な
り
。
府
外
に
樂

游
原
［
十
］

あ
り
。
暮
景
蕭
條
、
轉
た
人
腸
を
斷
つ
。
原
中
に
褚ち
ょ
す
い遂
良り
ょ
う

の
碑
［
十
一
］

あ

り
。
か
く
て
渭
水
を
渡
り
、
咸か
ん

陽よ
う

縣け
ん
［
十
二
］

に
出
づ
。
古
城
零
落
、
濁
浪
頹
壁
と
相
映

ぜ
り
。
更
に
馬ば
か
い
は

嵬
坡
を
過
ぐ
。
坡
頭
に
楊
貴
妃
の
祠
［
十
三
］

あ
り
。
壁へ
き
が
ん龕
に
は
長
恨

歌
［
十
四
］

を
始
め
貴
妃
に
關
す
る
詩
を
刻
せ
り
。
祠
後
に
貴
妃
の
墓
あ
り
。
一
小
土
饅

頭
の
み
。
傳
へ
て
云
ふ
、
七
月
七
日
の
夜
、
一
衜
の
白
氣
騰
上
し
、
墳
上
の
土
為
め

に
白
し
。
之
を
取
り
て
傳つ

く
れ
ば
以
て
黑
痣
を
治
す
べ
し
と
。
扶
風
縣
［
十
五
］

を
過
ぎ

五
丈
原
に
出
づ
。
諸
葛
武
侯
の
祠
［
十
六
］

あ
り
。
近
く
岐
山
［
十
七
］

に
對
し
、
遠
く
秦
嶺

［
十
八
］

を
望
み
、
俯
仰
低
徊
、
轉ま

た
感
慨
に
堪
へ
ず
。
岐
山
を
過
ぐ
れ
ば
平
原
玆
に
盡

き
、
始
め
て
蜀
衜
に
入
る
。
行
人
此
に
到
れ
ば
皆
な
車
を
捨
て
輿
に
乘
る
。
長
安
よ

り
玆
に
い
た
り
地
勢
次
第
に
上
れ
り
。
大
散
關
［
十
九
］

よ
り
所
謂
北
棧
に
か
ゝ
る
。
亂

石
の
間
を
經
、
一
路
光
景
、
宛
然
凾
山
塔
之
澤
宮
の
下
［
二
十
］

の
趣
あ
り
。
時
正
に
十

月
、
地
上
旣
に
霜
を
見
る
。
四
山
雜
木
錦
を
織
る
に
似
た
り
。
進
み
て
北
棧
の
最
高

處
鳳
嶺
に
至
る
。
往
古
神
女
鳳
に
乘
じ
て
游
憩
せ
る
古
蹟
な
り
と
傳
ふ
。
上
に
距
天

尺
五
の
額
あ
り
。
ま
た
寺
あ
り
、
朝
陽
寺
と
い
ふ
。
此
間
山さ
ん
ら
ん
い
ぎ
ょ
う

巒
圍
繞
、
我
紀
州
高
野

山
の
趣
あ
り
。
處
々
雲
助
の
燒
栗
を
食
ひ
な
が
ら
賭
博
せ
る
を
見
る
。
水
滸
傳
を
讀

む
心
地
す
。
峻
嶺
を
上
下
し
て
馬
衜
驛
に
至
る
。
蕭
何
が
韓
信
を
追
踪
せ
る
古
跡
な

り
［
二
十
一
］。
馬
衜
驛
を
去
り
觀
音

を
過
ぎ
て
雞
頭
關
［
二
十
二
］

に
登
る
。
更
に
五
丁
關

［
二
十
三
］

に
至
る
。
崇
嶺
峻
峰
左
右
に
秀
峙
し
、
奔ほ
ん
た
ん湍
急
瀨
上
下
に
亂
流
す
。
宋
元
人

が
畫か
く

山
水
、
宛
然
眼
下
に
躍
出
す
る
を
覺
ゆ
。
知
る
べ
し
文
人
畫
は
全
く
是
等
山
水

の
寫
生
に
し
て
、
宋
人
等
の
理
想
に
出
で
に
し
に
あ
ら
ざ
る
を
。
廟
子
台
［
二
十
四
］

に

至
れ
ば
留
侯
の
廟
［
二
十
五
］

あ
り
。
中
に
衜
士
七
八
人
を
認
む
。

こ
れ
よ
り
南
棧
に
入
る
。
沔べ

ん

縣
［
二
十
六
］

に
至
れ
ば
ま
た
武
侯
の
祠
あ
り
。
建
興
年

間
の
創
建
に
し
て
、
節
度
嚴
武
［
二
十
七
］

之
を
脩
築
し
、
後
ま
た
衜
光
年
間
［
二
十
八
］

に
重

脩
せ
る
も
の
。
中
に
石
琴
一
張
あ
り
。
武
侯
の
遺
物
な
り
と
傳
ふ
。
衜
士
傍
ら
に
在

り
。
錢
を
投
ず
れ
ば
則
ち
指
を
以
て
摩ま
し
ゃ挲
す
。
琴
乃
ち
鳴
る
。
蓋
し
下
に
反
響
臺
を

設
く
。
琴
の
聲ね

を
發
す
る
、
殊
に
怪
む
べ
き
な
し
。
龍り
ゅ
う
ど
う
は
い

硐
背
［
二
十
九
］

を
經
て
朝
天
驛

［
三
十
］

に
至
る
、
一
小
驛
な
れ
ど
人
烟
稠
密
、
陝
西
を
出
で
ゝ
よ
り
始
め
て
見
る
繁
華

な
り
。
驛
中
に
一
大
石
橋
を
架
す
。
長
さ
四
十
六
間
、
ア
ー
チ
の
數
十
九
あ
り
。
明

時
の
建
築
に
係
り
、
構
造
頗
る
觀
る
べ
し
。
這こ
の

般は
ん

の
石
橋
は
蜀
中
に
多
く
之
を
觀

る
。
支
那
往
古
の
開
化
を
推
想
す
る
に
足
る
。
馬
王
廟
［
三
十
一
］

に
至
る
。
靑
面
四
臂

劍
を
舞
は
す
の
坐
像
あ
り
。
衜
士
爆
竹
雞
を
殺
し
、
血
を
濺そ
そ

ぎ
て
佛
を
祭
れ
り
。
七

里
坡
に
至
る
。
始
め
て
日
本
の
如
き
鬱う
つ

茂も

た
る
樹
林
を
見
る
。
此
間
高
田
を
烟
雨

中
に
望
む
。
宛
然
米
點
［
三
十
二
］

の
趣
あ
り
。
元
章
［
三
十
三
］

の
墨
畫
ま
た
寫
生
に
過
ぎ

ざ
る
を
悟
れ
り
。
遂
に
劍
州
界
に
逹
し
劍
閣
［
三
十
四
］

に
登
る
。
兩
峰
の
峻
嶺
天
を
挿は
さ

み
、
中
間
に
一
雄
關
を
控
ゆ
。
眞
に
是
れ
一
夫
門
に
當
れ
ば
萬
卒
敢
て
開
く
莫
き
も

の
［
三
十
五
］。
壁
上
に
蜀
衜
難
等
の
古
詩
を
刻
せ
り
。
劍
門
を
經
て

險
亭
［
三
十
六
］

に
至

れ
ば
、
棧
衜
旣
に
盡
き
、
衜
路
漸
く
平
易
と
な
る
。
石
峽
關
は
西
秦
［
三
十
七
］

第
一
關

に
し
て
蜀
衜
に
入
る
の
門
戶
た
り
。
傍
に
「
小
心
移
步
」［
三
十
八
］

の
碑
あ
り
。

【
註
】

 

［
一
］
靈
寶
縣
凾
谷
關
：
現
在
の
河
南
省
霊
宝
市
に
あ
る
古
代
関
所
。
西
は
高
原
、
東
は
渓
谷
、
南

は
秦
嶺
に
連
な
り
、
北
は
黄
河
が
天
然
の
要
害
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
老
子
が
『
衜
德
經
』

を
著
し
た
地
、
道
教
文
化
の
発
祥
地
と
さ
れ
る
。
古
代
か
ら
関
中
と
中
原
を
結
ぶ
戦
略
的
要

衝
。

 

［
二
］
潼
關
：
陝
西
省
渭
南
市
潼
関
県
に
あ
り
、
関
中
平
原
東
端
、
長
安
防
衛
の
要
衝
。

 

［
三
］
萃
岳
廟
（
す3
い
が
く
び
ょ
う
）：
西
岳
廟
（
せ3
い
が
く
び
ょ
う
）
の
誤
り
か
。
陝
西
省
華
陰
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市
岳
鎮
に
あ
る
道
教
全
真
派
の
一
大
廟
宇
群
。
歴
代
皇
帝
が
西
岳
華
山
に
祈
る
聖
地
と
さ
れ

る
。

 

［
四
］
五
岳
の
一
な
る
華
山
：
五
行
思
想
信
仰
の
霊
山
。
五
岳
と
は
東
岳
泰
山
、
南
岳
衡
山
、
西
岳

華
山
、
北
岳
恒
山
、
中
岳
嵩
山
を
言
う
。

 

［
五
］
華
岳
廟
：
西
岳
廟
の
こ
と
。
中
国
の
歴
代
皇
帝
が
華
山
の
神
を
祀
る
た
め
、
漢
武
帝
元
光
初

年
（
紀
元
前
一
三
四
年
）
に
建
立
さ
れ
た
。
華
山
北
麓
に
位
置
し
、
廟
は
陝
西
省
最
大
の
明

清
風
建
築
群
で
、「
五
岳
第
一
廟
」
と
称
さ
れ
る
。

 

［
六
］
老
子
曾
て
靑
牛
を
繫
ぎ
し
と
い
へ
る
樹
木
：
伝
説
。
古
代
周
王
朝
の
衰
退
に
よ
り
、
無
力
さ

を
感
じ
た
老
子
が
各
地
を
転
々
と
し
、
青
牛
に
乗
っ
て
函
谷
関
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
た
だ

な
ら
ぬ
人
物
と
見
た
守
備
隊
の
将
が
こ
れ
を
阻
み
、
留
ま
ら
せ
る
た
め
に
難
癖
を
つ
け
、
文

を
書
く
よ
う
迫
っ
た
。
老
子
は
一
篇
の
文
を
差
し
出
し
、
無
事
函
谷
関
を
通
過
し
た
と
い
う

故
事
。
そ
の
際
、
書
き
記
し
た
も
の
が
『
衜
德
經
』
と
さ
れ
る
。

 

［
七
］
驪
山
：
西
安
郊
外
臨
潼
に
あ
る
。
山
麓
に
温
泉
が
あ
り
、
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
の
た
め
に
華

清
宮
を
築
い
た
。

 

［
八
］
渭
水
灞
橋
：
西
安
市
城
東
の
渭
水
に
架
か
る
石
橋
。
一
九
九
四
年
に
灞
橋
の
遺
跡
が
発
掘
さ

れ
、
隋
唐
代
か
ら
の
遺
物
が
出
土
。
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
、
隋
代
の
橋
脚
十
基
が
発
掘
さ
れ

た
。
唐
代
、
西
へ
の
旅
人
を
河
畔
の
楊
柳
を
手
折
っ
て
送
っ
た
。
王
維
『

元
二
使
安
西
』

「
渭
城
朝
雨
浥
輕
塵
、
客
舍
青
青
柳
色
新
、
勸
君
更
盡
一
杯
酒
、
西
出
陽
關
無
故
人
」

 

［
九
］
慈
雲
寺
：
慈
恩
寺
の
誤
り
。
大
雁
塔
は
西
安
市
の
南
、
大
慈
恩
寺
内
に
あ
る
。
唐
永
徽
三
年

（
六
五
二
年
），
玄
奘
三
蔵
が
天
竺
か
ら
持
ち
帰
っ
た
仏
典
仏
画
を
収
め
る
た
め
に
建
立
、
当

初
五
層
で
あ
っ
た
が
歴
代
の
修
築
に
よ
り
現
在
の
七
層
と
な
っ
た
。
高
さ
六
十
四
米
余
。

 

［
十
］
樂
游
原
：
長
安
城
城
南
に
あ
る
一
帯
で
最
も
高
い
丘
陵
、
長
安
城
を
一
望
で
き
た
唐
代
の
景

勝
地
。

 

［
十
一
］�

褚
遂
良
の
碑
：
杭
州
钱
塘
出
身
。
唐
代
の
政
治
家
、
書
家
。
吏
部
尚
書
ま
で
出
世
し
た
が
、

則
天
武
后
の
即
位
に
反
対
し
左
遷
さ
れ
る
。
欧
陽
洵
等
と
並
び
初
唐
四
大
書
家
と
称
せ
ら

れ
る
。

 

［
十
二
］�

咸
陽
縣
：
現
咸
陽
市
。
秦
の
都
。
壮
大
な
阿
房
宮
を
建
設
、
竣
工
し
な
い
ま
ま
秦
は
滅
亡

す
る
。『
史
記
』
に
は
項
羽
軍
に
よ
っ
て
焼
か
れ
、
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
燃
え
た
と
の
記

載
あ
り
。

 

［
十
三
］�

馬
嵬
坡

楊
貴
妃
の
祠
：
唐
玄
宗
皇
帝
が
寵
愛
の
あ
ま
り
、
政
を
顧
み
ず
国
が
混
乱
し
、

安
禄
山
の
乱
に
よ
っ
て
長
安
を
追
わ
れ
た
玄
宗
は
混
乱
の
因
と
な
っ
た
楊
貴
妃
に
こ
の
地

で
縊
死
を
命
じ
た
。

 

［
十
四
］�

長
恨
歌
：
八
〇
六
年
、
白
居
易
（
楽
天
）
作
の
長
編
百
二
十
句
の
七
言
詩
。
玄
宗
と
楊
貴

妃
を
漢
武
帝
と
李
夫
人
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
悲
恋
を
描
い
た
。「
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在

地
願
爲
連
理
枝�-�

天
に
あ
っ
て
は
願
わ
く
は
比
翼
の
鳥
と
な
り
、
地
に
あ
っ
て
は
願
わ
く

は
連
理
の
枝
と
な
ら
ん
」
の
句
は
有
名
。『
白
氏
文
集
』
な
ど
に
諷
喩
詩
、
閑
適
詩
を
多

く
残
す
。

 

［
十
五
］�

扶
風
縣
：
現
在
の
陝
西
省
宝
鶏
市
下
の
県
。

 

［
十
六
］�

五
丈
原

諸
葛
武
侯
の
祠
：
二
三
四
年
、
長
安
攻
撃
を
目
指
し
た
諸
葛
亮
の
蜀
軍
と
司
馬

懿
の
魏
軍
が
五
丈
原
で
百
日
に
亘
っ
て
対
峙
し
た
。
し
か
し
諸
葛
亮
は
病
死
し
、
蜀
軍
は

撤
退
。
魏
軍
は
追
撃
を
試
み
た
が
、
蜀
軍
が
反
撃
し
た
た
め
、
司
馬
懿
は
軍
を
撤
退
さ
せ

た
。
現
在
、
五
丈
原
諸
葛
亮
廟
博
物
館
と
な
る
。

 

［
十
七
］�

岐
山
：
陝
西
省
鳳
翔
県
の
北
東
に
あ
る
山
。
南
麓
は
周
室
始
祖
の
地
と
さ
れ
る
。

 
［
十
八
］�

秦
嶺
：
甘
粛
、
陝
西
の
南
部
に
東
西
に
連
な
る
山
嶺
。
標
高
二
千
～
三
千
米
の
山
脈
、
最

高
峰
は
太
白
山
の
三
七
六
七
米
。

 

［
十
九
］�
大
散
關
：
陝
西
宝
鶏
市
西
南
の
大
散
嶺
に
位
置
す
る
。

 

［
二
十
］�

凾
山
塔
之
澤
宮
の
下
：「
凾
山
」、「
函
嶺
」
と
も
。
箱
根
山
の
塔
ノ
澤
、
宮
の
下
。
箱
根

旧
道
の
石
畳
の
険
路
を
言
う
。
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［
二
十
一
］�

馬
衜
驛
「
蕭
何
が
韓
信
を
追
踪
せ
る
古
跡
な
り
」：
陝
西
留
壩
県
馬
道
鎮
。
前
二
〇
六

年
、
劉
邦
が
漢
帝
と
な
り
、
蕭
何
は
丞
相
に
任
命
さ
れ
る
。
項
羽
の
部
下
で
あ
っ
た
韓

信
は
、
劉
邦
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
も
、
信
頼
が
得
ら
れ
ず
去
ろ
う
と
す
る
。
蕭
何
は
韓

信
を
引
き
留
め
る
た
め
こ
れ
を
追
い
説
得
し
、
そ
の
後
漢
帝
の
大
将
軍
に
抜
擢
さ
れ
た

故
事
。

 

［
二
十
二
］�

雞
頭
關
：
陝
西
漢
中
の
西
北
の
関
、
関
に
鶏
頭
状
の
大
石
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

つ
い
た
。

 

［
二
十
三
］�

五
丁
關
：
陝
西
漢
中
市
強
県
に
位
置
す
る
。
金
牛
峡
桟
道
の
要
害
。

 

［
二
十
四
］�

廟
子
台

留
侯
の
廟
：
秦
末
、
劉
邦
の
智
将-

張
良
を
祀
る
廟
。
張
良
は
韓
信
、
蕭
何
と

並
び
「
漢
初
三
傑
」
と
称
さ
れ
る
。
司
馬
遷
『
留
侯
世
家
』
は
『
史
記
』
に
収
め
ら
れ

る
張
良
の
伝
記
。

 

［
二
十
六
］�

沔
縣
（
べ
ん
け
ん
）：
現
陝
西
漢
中
市
強
県
の
旧
称
。

 

［
二
十
七
］�

建
興
年
間

節
度
嚴
武
：
嚴
武
（
七
二
六
～
七
六
五
年
）
は
唐
中
期
の
大
臣
、
蜀
節
度

使
（
藩
部
を
治
め
る
軍
職
名
）。「
建
興
」
の
年
号
は
嚴
武
生
存
中
に
は
存
在
し
な
い
。

「
建
興
」
は
三
国
時
代
蜀
の
年
号
（
二
二
三
～
二
三
七
年
）。

 

［
二
十
八
］�

衜
光
年
間
：
清
朝
道
光
帝
の
年
号
（
一
八
二
一
～
一
八
五
〇
年
）。

 

［
二
十
九
］�

龍
硐
背
：「
龍
洞
背
」
は
「
川
北
第
一
洞
」
と
称
さ
れ
る
洞
窟
。
主
洞
窟
は
高
さ
約

六
〇
米
、
第
一
洞
窟
か
ら
第
二
洞
窟
の
間
に
「
龍
背
」
と
呼
ば
れ
る
洞
が
あ
り
、
長
さ

百
米
、
高
さ
数
十
米
。
四
川
朝
天
地
質
公
園
と
し
て
公
開
。

 

［
三
十
］�

朝
天
驛
：
現
在
の
四
川
省
広
元
市
朝
天
鎮
。
唐
貞
観
年
間
に
宿
場
、
官
驛
と
し
て
整
備
さ

れ
る
。
七
五
六
年
安
史
の
乱
に
よ
り
長
安
を
逃
れ
た
玄
宗
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら

れ
た
。
入
蜀
の
桟
道
が
遺
跡
と
し
て
残
る
。

 

［
三
十
一
］
馬
王
廟
：「
馬
王
爺
」
を
祀
る
廟
。「
馬
神
」
と
も
呼
ば
れ
る
道
教
民
間
信
仰
の
神
。

 

［
三
十
二
］�

米
點
：
水
墨
山
水
画
の
技
法
。
米
芾
に
由
来
す
。

 

［
三
十
三
］�

元
章
：
米
芾
（
字
元
章
）、
宋
代
の
書
家
、
画
家
。

 

［
三
十
四
］�

劍
閣
：
四
川
省
剣
閣
県
に
あ
る
古
代
関
所
、
天
然
の
要
害
。
剣
州
は
唐
代
に
置
か
れ
た

「
州
」。

 

［
三
十
五
］�

一
夫
門
に
當
れ
ば
萬
卒
敢
て
開
く
莫
き
も
の
：
一
人
の
兵
士
が
守
れ
ば
、
一
万
の
兵
で

さ
え
攻
め
落
と
せ
な
い
要
害
の
関
の
意
。『
箱
根
八
里
』（
明
治
三
十
四
年 

作
詞
：
鳥

居
忱
、
作
曲
：
滝
廉
太
郎
）
の
歌
詞
に
あ
り
。

 

［
三
十
六
］�

險
亭
：
剣
閣
を
過
ぎ
桟
道
の
難
所
を
越
え
た
地
に
あ
る
亭
。

 

［
三
十
七
］�

石
峽
關
は
西
秦
第
一
關
に
し
て
蜀
衜
に
入
る
の
門
戶
た
り
：
川
陜
境
界
の
「
西
秦
第
一
関
」

と
称
さ
れ
る
棋
盤
関
（
七
盤
関
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
こ
と
か
。
剣
門
と
並
ぶ
要
害
の
地
。

「
石
峽
關
」
不
詳
。「
石
牛
衜
」
の
こ
と
か
。「
石
牛
衜
」
は
陝
西
省
沔
県
か
ら
四
川
省

剣
閣
に
至
る
蜀
の
桟
道
で
，
長
安
と
成
都
を
結
ぶ
交
通
上
の
難
所
。

 

［
三
十
八
］�「
小
心
移
步
」：
足
元
注
意
の
意
。

錦
州
よ
り
新
都
縣
を
經
て
成
都
府
に
出
づ
。
蜀
中
歷
代
の
首
府
、
幾
た
び
か
劫ご
う
か火

を
歷
て
、
古
物
探
窮
に
於
て
稍
失
望
せ
り
と
雖
も
、
尚
ほ
明
末
清
初
更
迭
の
狀
態
を

窺き
そ
く測
す
べ
き
も
の
あ
り
。
昭
烈
の
祠
堂
［
一
］

あ
り
。
其
の
構
內
に
は
杜
甫
の
浣
花
草

堂
［
二
］

あ
り
。
附
近
に
は
杜
詩
に
「
丞
知
祠
堂
何
處
尋
。
錦
官
城
外
柏
森
々
」［
三
］

と

詠
じ
て
、
今
尚
柏
樹
森
々
た
る
武
侯
廟
［
四
］

あ
り
。
觸
緒
傷
心
、
轉
た
詩
腸
を
破
ら

し
む
［
五
］。

【
註
】

 

［
一
］
昭
烈
の
祠
堂
：
劉
備
（
昭
烈
帝
）
の
陵
墓
。

 

［
二
］
杜
甫
の
浣
花
草
堂
：
安
史
の
乱
に
よ
り
成
都
に
逃
れ
た
杜
甫
が
四
年
居
住
し
た
茅
葺
の
庵
、

現
在
は
杜
甫
草
堂
博
物
館
。

 

［
三
］「
丞
知3
祠
堂
何
處
尋
。
錦
官
城
外
柏
森
々
」：「
知
」
は
「
相
」
の
誤
り
。
杜
甫
詩
『
蜀
相
』「
丞
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相
祠
堂
何
處
尋
，
錦
官
城
外
柏
森
森
」（
大
意-

諸
葛
亮
の
祠
堂
は
何
処
に
あ
る
か
た
ず
ね
る

と
、
そ
れ
は
錦
城
外
の
柏
の
大
木
が
茂
る
と
こ
ろ
に
あ
り
と
）。

 

［
四
］
武
侯
廟
：
武
侯
祠
、
諸
葛
亮
を
祀
る
。

 

［
五
］
觸
緒
傷
心
、
轉
た
詩
腸
を
破
ら
し
む
：
悲
し
さ
に
詩
を
作
る
情
を
い
よ
い
よ
か
き
た
て
さ
せ

ら
れ
る
の
意
。

揚
子
江
に
泛
ぶ
。
夔き
し
ゅ
う州
［
一
］

を
過
ぐ
れ
ば
瞿く
と
う
か
ん

塘
關
［
二
］、
白
帝
城
［
三
］

の
古
趾
あ
り
。

關
の
西
は
則
ち
灔え
ん
ひ
ん
た
い

瀕
堆
［
四
］、
巫ふ
ざ
ん山
縣
に
通
ず
。
此
峽
に
三
峽
の
險
あ
り
。
所
謂
瞿

塘
峽
、
巫
峽
、
黃
牛
峽
［
五
］

な
り
。
江
船
は
三
枚
板
或
は
五
枚
板
な
り
。
元
來
揚
子

江
の
水
は
非
常
に
增
減
あ
り
。
夏
季
よ
り
仲
秋
に
亙わ
た

り
て
は
、
平
水
よ
り
增
加
す
る

こ
と
二
十
丈
以
上
に
及
べ
ど
、
秋
末
に
は
頗
る
乾か
ん
こ涸
す
。

棧
衜
中
叭は
つ
か
ち
ょ
う

叭
鳥
［
六
］

多
し
。
烏か
さ
さ
ぎ鵲
［
七
］

は
太
だ
稀
な
り
。
處
々
樹
木
に
榜ぼ
う

し
て
知
事

の
名
を
記
せ
る
を
見
る
。
木
の
迷
子
札
と
も
云
ふ
べ
し
。
路
し
る
べ
に
は
彌
陀
佛
の

石
頭
を
用
ゆ
。
亦
奇
な
り
。
酒
は
麴
を
煮
沸
し
て
雞
卵
を
混
入
し
た
る
も
の
あ
り
。

味
、
甘
酒
と
も
ろ
み
の
間
に
在
り
。
ま
た
豚
肉
を
米
粉
に
和
し
て
蒸
し
た
る
を
侑す
す

む
。
亦
箸
を
下
に
足
る
。
梨な
し
の
み實
往
々
高
さ
四
寸
五
分
幅
三
寸
な
る
あ
り
。
價
は
一
顆

十
文
（
一
錢
）
の
み
。

棧
衜
中
盜
多
し
。
旅
人
皆
早
起
程
に
上
り
早
や
く
宿
す
。
余
も
大た
い

柢て
い

三
時
に
起
き

結
束
程
を
趁お

ふ
。
而
か
も
日
暮
に
至
ら
ざ
れ
ば
宿
せ
ず
。
蓋
し
支
那
人
が
一
日
半
程

に
當
れ
り
。
之
に
就
き
一
話
あ
り
。
北
棧
に
入
り
て
行
く
こ
と
數
日
。
一
日
程
を
貪

り
險
を
越
ゆ
。
余
痔
を
發
し
て
驢ろ
ば

を
下
り
、
獨
り
後
れ
て
進
む
。
時
に
日
已
に
暮
れ

驛
店
獨
遠
し
。
一
天
暗
黑
、
四
圍
閴げ
き

と
し
て
聲
な
し
［
八
］。
路
傍
に
あ
た
り
て
火
光

三
四
を
認
む
。
螢
火
の
如
く
し
て
更
に
爛
然
。
加
ふ
る
に
天
候
十
月
に
屬
す
る
を
以

て
す
。
余い
ぶ
か訝
り
つ
つ
經
過
す
。
後
驛
店
に
逹
し
從
者
に
聞
く
に
及
び
、
始
め
て
其
狼

な
り
し
を
知
り
、
覺
え
ず
股こ

り
つ栗
［
九
］

せ
り
。

棧
中
雨
ふ
れ
ば
則
ち
深
泥
膝
を
沒
す
。
以
て
行
く
可
ら
ず
。
强
て
逹
せ
ん
と
す
る

も
轎
夫
行
く
を
肯
せ
ず
。
た
め
に
驛
舍
に
滯
る
こ
と
數
々
な
り
。
驛
馬
の
鈴
の
か
け

か
た
は
依
然
と
し
て
唐
代
の
風
を
存
せ
り
。

蜀
衜
中
屢
々
亞あ

刺ら

比び

亞や

風
の
建
築
を
見
る
。
蓋
し
亞
刺
比
亞
風
建
築
は
源
を
支
那

に
發
し
、
亞
刺
比
亞
を
經
て
、
更
に
西い
す

班ぱ
に

牙や

に
移
り
し
も
の
な
り
。
棧
雲
一
片
、
概

略
此
の
如
し
。

【
註
】

 

［
一
］
夔
州
（
き
し
ゅ
う
）：
唐
代
に
置
か
れ
た
州
、
明
代
に
夔
州
府
と
な
る
。
現
在
の
重
慶
市
奉

節
県
。

 

［
二
］
瞿
塘
關
（
く
と
う
か
ん
）：
長
江
三
峡
奉
節
県
瞿
塘
峽
山
麓
に
あ
る
。
夔
門
と
も
。
古
代
よ

り
入
蜀
の
要
害
の
地
。

 

［
三
］
白
帝
城
：
瞿
塘
峽
口
北
岸
に
あ
り
、
後
漢
初
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
李
白
詩
『
早
發
白
帝

城
』。
二
〇
〇
六
年
三
峡
ダ
ム
に
よ
り
島
と
な
っ
た
。

 

［
四
］
灔
瀕3
堆
（
え
ん
ひ
ん
3

3

た
い
）：
灩
澦
堆
（
え
ん
よ
た
い
）
の
誤
り
。
白
帝
城
下
瞿
塘
峽
口
に

あ
っ
た
長
さ
三
十
米
、
幅
二
十
米
、
高
さ
四
十
米
の
大
岩
、
長
江
航
運
の
障
害
に
な
る
た
め

一
九
五
八
年
爆
破
さ
れ
た
。
杜
甫
の
五
言
律
詩
に
『
灩
澦
堆
』
あ
り
。

 

［
五
］
瞿
塘
峽
（
く
と
う
き
ょ
う
）、
巫
峽
（
ふ
き
ょ
う
）、
黃
牛
峽
（
こ
う
ぎ
ゅ
う
き
ょ
う
）：
長

江
三
峡
、
瞿
塘
峽
全
長
約
八
粁
、
巫
峽
約
四
十
五
粁
、
黃
牛
峽
（
西
陵
峡
と
も
）
約
六
十
六

粁
。

 

［
六
］
叭
叭
鳥
（
は
っ
か
ち
ょ
う
）：
ム
ク
ド
リ
科
の
野
鳥
、「
八
哥
鳥
」
と
表
記
さ
れ
る
。

 

［
七
］
烏
鵲
（
か
さ
さ
ぎ
）：
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
、
別
名
カ
チ
ガ
ラ
ス
。

 

［
八
］
閴
（
げ
き
）
と
し
て
聲
な
し
：
静
か
な
さ
ま
、
人
気
の
な
い
さ
ま
を
言
う
。

 

［
九
］
股
栗
（
こ
り
つ
）
せ
り
：
恐
ろ
し
さ
に
足
が
震
え
る
こ
と
。
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�『
支
那
游
記
』
註
解
其
の
二
：「
江
邊
人
河
邊
人
」、『
支
那
游
記
』
註
解
其
の
参
：
第
二
第

三
所
感
／
開
封
よ
り
（
消
息
）
に
続
く
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